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した。   
咽頭内圧の測定は直径3．5mmのカテーテルタイプにチューブ先端より（D14cm．②18cmに前後方  
向に向くよう受圧部を設定した物を用いた。測定部位は①食道入口部および②中咽頭下方での内  
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1－l．DS，WS，PSでの咽頭内圧の変化   











し，舌側方部におけるDS時とPS時間の舌圧には，相関が認められなかった。   
2．BTNCとBT時を比較すると，咽頭内圧はBT時ではBTNCよりも19名中14名で上昇，5名  
で低下しており，有意にBT時のほうがBTNC時よりも咽頭内圧が高かった。  
考察およびまとめ   
咽頭内圧は，個人差の大きい結果となっており、今回の結果からは、嚇下に適した一般的な画  



















を経鼻的に挿入し咽頭内圧，食導入口部内圧を測定している。 これらを用いて食物性状  
および舌位，顎位を変化させた場合の嚇下時の舌圧，咽頭内圧を同時に測定し，統計学  











究業績であり，よって本申請論文は博士（歯学）の学位授与に値すると判定した。   
